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 ファンデルワールス接合では、①界面において格子整合の制約がなく、②原子レベルで平坦な

理想的界面が実現し、③構成要素となる二次元結晶の選択肢が極めて広く、④層間の捻り角度に

よりバンド構造が制御できる。既存の材料系では得られない物性が発現する可能性があり、基礎・

応用の両面で幅広い可能性を秘めている。例えば、グラフェン/h-BN では極めて高いキャリア移

動度が得られ、バリスティック伝導やディラックフェルミオン光学素子が実現できる。WS2/h-BN

では励起子－励起子再結合の抑制など光学特性も向上する。強磁性二次元結晶や超伝導二次元結

晶をファンデルワールス積層するだけで、磁気トンネル接合やジョセフソン接合が実現される。

原子層ツイスト角度の制御によりモアレ超格子ポテンシャル変調を導入してバンド構造が変調で

きる。さらにフォトニック結晶やホイスラー合金電極など平坦ではない素子への原子層転写も可

能であり、研究の自由度が拡大している。自律ロボットシステムを用いたファンデルワールス接

合作製システムを構築しており、ファンデルワールス超格子の自動作製による新展開を開拓して

いる。 

 
 
 

Fig. 1 Schematics of autonomous 
robotic searching and assembly of 
two-dimensional crystals to build 
van der Waals superlattices.  
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